
        平成30年度 山口県立大学 教員免許状更新講習 シラバス         ⑱ 

 

開設講座名 【選択】いじめ問題の認識と対応 担 当 講 師 大石 由起子 

講 習 会 場 
  山口県立大学（南キャンパス） 

D 館 D14 教室 
会場所在地 山口市桜畠 3-2-1 

開 設 日 平成 30 年 8 月 23 日（木） 時 間 数 6 時間 受講定員 60 人 

募 集 期 間 平成 30 年 5 月 20 日～6月 3日 
履 修 認 定 

時期 
平成 30 年 9 月 30 日まで 

履 修 認 定 

対 象 職 種 
教諭 養護教諭 

主な 

受講対象者 

小・中・高等・特別支援学校教諭、

養護教諭 

受講料等総額 6,000 円 
うち受講料

以外の経費 
0 円 

【到達目標】 

1. いじめとけんかや遊びの区別を理解できる。 

2. いじめの被害者の心理、加害者の動機と心理が理解できる。 

3．いじめ問題への介入・指導、および被害者への支援を考えることができる。 

【講習の概要】 

1. 講師は、臨床心理学の視点から、いじめの定義や構造、ケンカや遊びとの区別、「いじり」という認識の問

題点、被害者の心理や影響、加害者の動機や心理、介入と指導、被害者への支援、予防の視点から論じる。 

 

２．受講者は、自身が生徒として、教員として、経験してきたいじめ問題についてふりかえるとともに、より

よい介入について、加害者、被害者への指導、支援について、また予防についてのアイデアを考える。 

 

【評価の方法・評価基準】 

評価方法：筆記試験 

評価基準：いじめとけんかや遊びとの識別ができる視点を持っているか、加害者・被害者の心理を理解した上

で指導・支援を考えているか、自身のこれまでの指導や支援についての省察が行われているか。 

【テキスト・参考資料】 

参考資料 

『いじめ ～教室の病い～ 』森田洋司・清永賢二、 

『学校教育相談』一丸藤太郎・菅野信夫編著、ミネルヴァ書房 

【受講者への伝達事項】 

・資料は当日配布します。 

・参考資料を必ずしも購入する必要はありません。 

 


